
浜岡原子力発電所の現況

原子力規制委員会による新規制基準適合性確認審査を受けています。
（3,4号機を申請中ですが、現在4号機の審査が進められています。）

項目 地震・津波等に関する事項 プラントに関する事項

回数
40回 62回

主な審

査項目

○地震、津波、火山

地下構造、地質構造、

基準地震動、

基準津波、

地盤斜面の安定性、

火山影響評価 等

○設計基準事故対策

内部溢水、内部火災、外部火災、

竜巻 等

○重大事故等対策

確率論的リスク評価、有効性評価、

解析コード 等

最近の

状況

【2019年11月22日】（38回）
プレート間地震の地震動評価（プレート

間地震と分岐断層および内陸地殻内地震の

連動評価）について説明。

【2019年12月20日】（39回）
敷地の地質・地質構造について説明。

【2020年2月28日】（40回）
プレート間地震の地震動評価（プレート

間地震と分岐断層および内陸地殻内地震の

連動評価）について説明。

【2019年4月23日】（60回）
格納容器貫通孔におけるエアロゾル粒子

捕集係数設定の考え方について説明（BWR
電力合同）。

【2019年12月12日】（61回）
格納容器過圧破損防止対策の検討状況に

ついて説明（BWR電力合同）。
【2020年1月23日】（62回）
格納容器過圧破損防止対策の検討状況に

ついて説明（BWR電力合同）。

(2020年3月19日現在)＜4号機の進捗状況＞

＜審査会合＞

共通：２回

＜静岡県および御前崎市による津波対策工事ほか追加工事の点検および確認＞

第９０回（2019年12月25日）
第９１回（2020年 1月31日）

第９２回（2020年 2月19日）

第1～89回に引き続き、当社が実施している津波対策工事ほか追加工事
について、御前崎市の立ち会いの下、静岡県による点検を受けました。

緊急時原子炉充電器現場据付状

況確認の様子（第90回）
フィルタベント出口配管への水

素濃度計の設置状況確認の様子

（第91回）

蓄電池容量の増強のうち高圧炉

心スプレイ系蓄電池容量の増強

工事状況確認の様子（第92回）

５号機

安全性向上対策実施中

海水流入事象対応中

１号機 ２号機

廃止措置中

（2009.1.30運転終了）

2015.2 燃料搬出 完了
現在、原子炉領域周辺設備解体中

使用済燃料乾式貯蔵施設

設置変更許可申請審査

（2015.1.26申請※）

※ 「4号機新規制基準適合性確認審査

に係る発電用原子炉設置変更許可

申請書」に追記

３号機 ４号機

安全性向上対策実施中

新規制基準への適合性確認審査

（2015.6.16 申請） （2014.2.14 申請）

敷地内の断層（H断層系）

評価結果

を反映

【地質・地震関連の審査の流れ】

地
震
発
生
様
式

※詳細な調査による断層の有無にかかわらず考慮する地震動

震源を特定せず策定する地震動※

基準地震動

【津波の審査の流れ】
地震による津波
（プレート間や地殻内地震など）

基準津波

地震以外の要因による津波

プレート間地震と分岐断層および内陸地殻内地震の連動

2/28審査会合実施
（解説図）地震発生様式

概ね了承

コメント対応中

今後実施

海洋プレート

大陸プレート

分岐断層のイメージ

分岐断層

＜浜岡原子力発電所の状況について＞ ２ ０ ２ ０ 年 ３ 月 ３ ０ 日
中 部 電 力 株 式 会 社
浜 岡 原 子 力 発 電 所

資料４



＜放射線業務従事者線量等報告書等における報告内容の誤りについて＞

当社が国や県・御前崎市等へ報告している報告書の放射性気体廃棄物の放出量の一部
に誤りがあることを確認。3月2日、訂正した報告書を国および県、御前崎市、牧之原市、掛
川市、菊川市等に再提出。

〇対象の報告書：

・浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査結果
（1回/四半期：静岡県環境放射能測定技術会に報告）

内容：空間放射線量、環境試料中の放射能、運転状況、放射性（気体・液体）廃棄物放出量等

・放射線業務従事者線量等報告書（1回/年：国に報告）・・・3月2日再提出

内容：運転状況、作業員の被ばく状況、放射性（気体・液体）廃棄物放出量

放射性固体廃棄物の発生量および保管量等

・安全協定に基づく通報文書（1回/四半期：県、御前崎市、牧之原市、掛川市、菊川市等へ通報）・・・3月2日再提出

内容：運転状況、作業員の被ばく状況、放射性（気体・液体）廃棄物放出量
放射性固体廃棄物の発生量および保管量、廃止措置施設の状況等

資料３でご説明

【報告内容の誤り（概要）】

【報告内容の誤り（原因と対策）】

①配管の不適切な施工

2018年2月より運用を開始した1号機および2号機のトリチウム測定装置の一部の配管に不適切な
施工を確認
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③

①

本来の状態 不適切な配管施工がされた状態

①建屋内の排気の一部をサンプリングし、
トリチウム測定装置にて空気中の水分を
凝縮・回収
②トリチウム測定装置を通過した後、乾燥
した空気となって主排気ダクトに戻される

③一旦トリチウム測定装置を通過した乾燥した空気
の一部が再度測定装置に流入
→水分の量は本来の状態より少なくなる
→測定されるトリチウムの量も少なくなるため
補正が必要

②数値の入力誤り
1，3，4，5号機のトリチウムの放出量を計算する際の数値に誤りを確認

・2017年度第4四半期および年度の集計を行う際、2月の計算値に本来とは異なる値を入力

2019年4月より導入した新システムでは、当該部分を
手入力する必要がないため同様の誤りは起こらない
ことを確認

・四半期の値
（誤った集計値）

・第4四半期報および年度報の作成時に2月の計算値に誤った
値を入力

配管の不適切な施工に係る原因および対策

体制 設計時 施工前の図面確認時 施工時

当社

A社（元請）

測定器設置

B社
配管施工

装置外形図
（変更前）

対策：配管施工図を確認する際、他

関連する図面との整合確認を
ルール化

設計情報
の変更

対策：設計情報の変更を関係会社と
授受する際のルール化を要求

配管施工図

：図面の流れ

装置外形図
（変更後）

×

× 配管施工図
装置外形図
（変更後）

× 配管施工図
装置外形図
（変更後）

原因：配管施工図と装置外形図を比
較せず不整合に気が付かなかった

配管施工図

配管施工図装置外形図
（変更後）

原因：設計情報の変更が正確に伝わ

らなかった
原因：各々の図面にて現場確認を行った

ことから不整合に気が付かなかった

対策：施工完了後、現場にて系統全体
を確認・記録することをルール化

設計変更が反映さ
れていない図面に
て施工

＜2号機 原子炉建屋地下2階における水の漏えい＞

事象概要：

・2020年2月13日9時49分、2号機中央制御室にて漏えいを示す警報が点灯

・原子炉建屋地下2階の原子炉機器冷却水熱交換器室内（放射線管理区域外）で約16㎥（海水）の漏えいを確認
・現場確認の結果、点検中の原子炉機器冷却水熱交換器（Ａ）の出口配管より漏えいを確認

対策：空気吸込配管をＡ系・Ｂ系で独立空気吸込口がＡ系とＢ系で共有していることおよび配管
が放水ピットに水没しておりＡ系に空気が流れず、配管内
に海水が残留

Ｂ系停止により、Ａ系に空気が流れ、残
留していた海水が開放部から漏えい

【上から見た図】

【横から見た図】

【漏えい前の状態】 【漏えい後の状態】

（2020年2月3日、3月2日公表）

第４四半期の集計の例

〇各月のトリチウムの集計

・１月の計算値

・２月（誤った値：1号、3号、
4号、5号）

・３月

・１月 ・2月 ・3月

〇四半期のトリチウムの集計

・各月とも誤りなし


